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　北海道の大自然に生息する蝦夷鹿の革を使った製品の展示会です

　粗野な素材と作りに驚くことと思います「もったいない」の気持ちから、蝦

夷鹿の皮を猟師さんから譲っていただいて、鞣すことから製作しています。限

りある自然のめぐみは、現在まだ私たちの周りにありますが、いつ無くなって

もおかしくない貴重な資源です。尊い命に関わらせていただく感謝と、ぶれる

ことのない使命感とで、野生の傷、ひとつひとつを蝦夷鹿の生きていた証とし

ていとおしく感じ、その素材の隅から隅まで使用したいと、大切に作っています。
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こんにちは　DeerPark です。北海道で、駆除されてしまった蝦夷鹿の革を猟師さんからゆずっていただいて、鞣め
すところから制作しています。バッグからぬいぐるみまでいろいろなものを作っています。蝦夷鹿は野生に生きて
いるので、けんかをしたり、ダニにさされたり、木にぶつかったり、生きている時に鹿におきたいろいろな証が革
にのこっています。まだ若いのにけんかばかりしていたとか、年をとったメスだとか、おおきなオスなのにけんか
の傷がないということはものすごく強かったのだろうとか、革をながめているといろんなことがわかってきます。
その傷をどのように活かしてバッグやこものにするか、考えながら大切に作っているととても楽しく、いつの間に
か時間がすぎていきます。しかもこの蝦夷鹿革は、本当に手触りがきもちよく、柔らかくて、とても軽いので、使
い始めるとやみつきになります！一番の自慢のバッグは、バックトートという、背負って使えるトートバッグです。
A3がギリギリ入る大きなバッグはいろいろ入れてしまってあまりに重たいので、背負ったら楽かも、という思いで
思いついたものです。とても便利でおすすめです。北海道は木彫りのくまが人気なので、それにあやかって木彫り
風蝦夷鹿革のくまを作ってみたり、壁掛けのちいさい鹿のトルソは、本物の蝦夷鹿の角が小さくついていて、とう

とうこのやわらかい革を着てみようとフーディーベストや巻きエプロンを作ってみた
り、いろいろ試してみています。
北海道から直送で、吉祥寺での展示会です。蝦夷鹿のとても柔らかくて気持ちのいい
手触りをこの機会に試しにいらしてください！楽しみにしています！！！


